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でも問題となっており blotchy ripening disorder や





















































暗期 8 時間，温度を明期 30℃，暗期 25℃に設定した．
播種 4 日後まで，毎日 10 分間給水した．発芽が認めら
れた後，温度を明期 23℃，暗期 17℃とし，2 日に 1 回
10 分間給水した．播種 7 日後から，EC1.8dS・m－ 1 の
培養液（ハイテンポ，三菱樹脂アグリドリーム）を給液
し，システム内の CO2 濃度が 1,000 ppm となるように
液化 CO2 を施用した．6 月 15 日に苗を武豊野菜研究拠
点のガラス温室内に設置したロックウールスラブ
（90cm × 20cm × 7.5cm）に定植した．1 列あたり 4 本
のロックウールスラブを 2m 間隔で 3 列に並べて，それ
ぞ れ の 品 種 を 24 株 ず つ 1 本 仕 立 て で 栽 培 し た．
EC1.0dS・m － 1 の培養液（大塚 SA 処方，大塚アグリ
テクノ）を点滴かん水システムにより掛け流しで供給し















10A，Tosoh TSKgel ODS-120T (250mm × 4.6mm ID)，







3% グルタルアルデヒドと 1% パラホルムアルデヒドを
リン酸緩衝液で pH7.2 に調整した固定液で 5 時間固定














試験に使用したガラス温室は， 3 区画（1 区画は 7.5 
m × 7.5 m）に仕切られており，中央の 1 区画で根域
制限養液栽培システム（鈴木ら，2011；Suzuki ら，
2011）による二次育苗を，両側の 2 区画で NFT システ
ムによる 3 段栽培を行った．
‘桃太郎ヨーク’ を 2008 年 4 月 16 日に播種し，実験
1 と同様に閉鎖型苗生産システムを利用し一次育苗を
行った．
























1.2m のパネルを備えた栽培ベッドに 80 株ずつ植えた．
苗は底面の防根透水シートを通して培養液を吸収した．




NFT 栽培のため，緩やかな勾配をつけた長さ 4 m，
幅 0.2 m，深さ 0.2 m のベッドを，1.6 m 間隔で，ガラ
ス温室の 1 区画あたり 4 本設置した．5 月 28 日，ガラ
ス温室の 2 区画に設置した NFT システムのベッドに，
二次育苗を行った苗を 20 cm 間隔で定植し，2 条に振り
分け誘引した．EC1.0 dS・m－ 1 の培養液（大塚 SA 処
方，大塚アグリテクノ）を循環している NFT システム
に供給した．
第 1 花房の第 1 花の開花開始日は 5 月 30 日，第 2 花
房の第 1 花の開花開始日は 6 月 6 日であった．6 月 13
日に第 1 果房の果実（各区画 40 個）を，7 月 4 日に第 2
果房の果実（各区画 20 個）をアルミホイルで被覆し切
り込みを入れた（図－ 1b,c）．第 1 果房の果実を 7 月 8




の第 1，第 2 果房における着色不良の割合を算出した．
また，アルミホイルの取り付け作業終了後，6 月 13 日











光率 50 ～ 53％）を使用した．
‘桃太郎ヨーク’ を実験 1，2 と同様に 1 次育苗（4 週
間）と 2 次育苗（2 週間）を行った．その後，ガラス温
室の 1 区画内の NFT システムに，1 作目は 2009 年 2 月
19 日，2 作目は 3 月 17 日，3 作目は 1 作目が終了した
後の区画に 6 月 8 日に定植した．それぞれの作で温室
内の区画に設置した 4 本のベッドの外側の 2 ベッドを
用いて，株間 20cm で 20 株ずつ定植した．その後，2 条
に振り分けベッドあたり 2 列とした．
それぞれの作の第 2 果房の果実の直径が 5cm 程度に
肥大した後，1 作目は 4 月 2，8 日，2 作目は 4 月 15，22
日，3 作目は 6 月 22 日に，各列 3 株について，上部か
ら直射日光が当たらないよう第 2 果房全体を覆うよう
に被覆した．果実を 4 月 27 日～ 5 月 25 日（1 作目），5
月 22 日～ 6 月 23 日（2 作目），7 月 21 日～ 8 月 10 日
（3 作目）に収穫した．各列の無被覆の果実と被覆資材








験 3 と同様に 1 次育苗（4 週間）と 2 次育苗（2 週間）
を行い，NFT 栽培を行った．ガラス温室内の 1 区画に設
置した 4 本のベッドの内側の 2 ベッドを用いて，実験 3
より栽植密度が高い株間 10cm で栽培した．1 作目は
‘桃太郎ヨーク’を 20 本、‘にたきこま’と‘とまと中
間母本農 10 号’を 10 本ずつ、2 ～ 4 作目は各品種 10
本ずつ定植した． 1 作目は 2009 年 2 月 19 日，2 作目は
3 月 17 日，3 作目は 1 作目終了後の区画に 6 月 8 日，4




サ （ーVaisala 社）で測定し，ロガ （ーCR23X，Campbell 
















































1 作目と 2 作目では無被覆の果実の着色不良果率が約





図－ 2　着色不良果の異なる部位のリコペン，β - カロ
テン，ルテイン含量










播種時期を変えた 1 ～ 4 作目では栽培環境が異なり，





は 2～ 4 作目の作が進むに従い増加した．‘にたきこま’
では 1,2 作目で高く，3,4 作目は低くなった．‘とまと中















































1,2 作目は Tukey 法、3 作目は t 検定による
図－ 6　1 ～ 4 作目の 1 日あたりの日照時間，日射量，
気温の平均と各品種の着色不良果率
定植日：第 1 作（2009 年 2 月 19 日），第 2 作（3 月 17








によるリコペン合成の抑制である．Lurie ら (1996) は，
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Causes and Control of Blotchy Ripening Disorder in Tomato Fruit
Katsumi Suzuki, Hidekazu Sasaki ＊ , Masayasu Nagata ＊＊
Summary
   We examined factors involved in the cause and control of blotchy ripening disorder of tomato. Lycopene content 
was higher in red sectors than in yellow sectors of tomatoes with blotchy ripening disorder. Chromoplasts in the 
yellow sectors had smaller lycopene bodies and more starch grains than those in the red sectors. We shaded 
fruits with aluminum foil and then made a cut in the foil, allowing direct sunlight to hit surface of the fruit. The 
incidence of blotchy ripening disorder was higher on the exposed portions than on the covered portions. 
Thermography revealed that the surface temperatures of fruits exposed to direct irradiation were higher than 
those of fruits covered with aluminum foil. The high temperatures induced by direct sunlight therefore likely 
affect the development of plastids, reduce the lycopene content, and cause yellowing. The incidence of blotchy 
ripening disorder differed among culture environments and cultivars. It was reduced by covering tomato trusses 
with agricultural materials to interrupt direct sunlight.
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